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か
ひ
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す
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つ
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ふ
ぢ
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山
部
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禰
赤
人
、
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太
政
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の
山
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を
詠
む
歌
一
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ゆ
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ら
の
お
ほ
ぎ
み
え
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せ
き
・

湯
原
王
の
宴
席
の
歌
一
一
首

ふ
る
つ
つ
み

古
よ
き
』
堤
は

み
ね
・
・
し
ら
く
も

嶺
の
白
露
西

と
し
ふ
か

年
深
み

あ
さ
け

つ
れ
み

朝
に
ｐ
Ｈ
に
常
に
見
れ
ど
４
℃
め

い
け

み
く
さ

池
の
な
ぎ
上
。
に
水
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